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相模湾および周辺海域流入河川において 2016年 8月以降に
採集された熱帯性コエビ類 5種の記録

丸山 智朗

Tomoaki Maruyama: Records of Five Tropical Caridean Shrimps 
and Prawns from Rivers Flowing into Sagami Bay and its Periphery 

Collected from August, 2016
 

はじめに

　筆者は，黒潮によって分散する熱帯性陸水生物の生息
状況を明らかにすることを目的の 1つとして，生物地理
学的興味から，2013年頃より河川の両側回遊性エビ類相
の調査を行っている。その過程で，これまでに神奈川県・
伊豆半島から，主な分布域が琉球列島以南である熱帯性
種として，コンジンテナガエビ Macrobrachium lar，ザ
ラテテナガエビ M. australe，イッテンコテナガエビ 
Palaemon concinnus，リュウグウヒメエビ Caridina 
laoagensis，オニヌマエビ Atyopsis spinipesの 5種
と，コツノテナガエビ M. latimanusの可能性が高い
未同定種を報告した（丸山，2017a）。本報告では，丸
山（2017a）以降に採集された，コンジンテナガエビ，
ザラテテナガエビ，リュウグウヒメエビ，オニヌマエビ
の 4種の分布新知見を含む追加記録を報告する。また，
追加標本をもとに未同定種をコツノテナガエビであると
同定したため，その経緯を報告する。

方　法

　採集調査は，2016年 8月 3日から 2017年 5月 19
日にかけて，伊豆半島の 9水系 12河川（狩野川水系柿
田川，戸田大川，小土肥大川，山川，本瀬川，青野川，
青野川水系南野川，入田川，稲生沢川，稲生沢川水系蓮
台寺川，河津川，河津川水系河津谷津川），神奈川県の
20水系 29河川（千歳川，酒匂川，酒匂川水系下菊川，
相模川，引地川，境川水系柏尾川，境川水系㹨（いたち）
川，神戸川，行合川，音無川，極楽寺川，滑川，滑川水
系逆川，田越川，田越川水系久木川，田越川水系池子川，
森戸川（葉山町），森戸川水系松久保川，下山川，前田川，
松越川，松越川水系竹川，松越川水系小田和川，松越川
水系荻野川，川間川，津久井川，長沢川，野比川，高熊川），
房総半島の 9水系 10河川（坂田（ばんだ）川，小原川
水系布沼川，洲宮川，藤原川，佐野川，佐野川水系犬石川，

長尾川，加茂川，二タ間（ふたま）川，興津川），合計
38水系 51河川の下流域・中流域で行った（表 1・図 1）。
これらのうち，柿田川は豊富な湧水により通年で水温が
15 ℃前後に安定している。小土肥大川，山川，青野川，
南野川，稲生沢川，河津川，河津谷津川には温泉排水が
流入し，一部で通年水温が高い。千歳川，酒匂川，下菊川，
相模川，柏尾川，㹨川，行合川，森戸川，松久保川には
下水処理場からの処理水が流入し，一部で冬季の水温低
下が抑えられている。
　採集は1～3名で，手網（網目1~3 mm）を用いて行い，
植物が水流中に浸漬している部分から足で網中へと追い
込んだり，浸漬している植物を網で掬い上げたり，転石
をめくって足で追い込んだりして採集した。採集された
エビ類の一部は 70 %エタノールで固定し，そのまま液
浸標本とした。標本のうち重要なものは神奈川県立生命
の星・地球博物館の標本資料（KPM-NH 2828–2922）
として登録し，それら以外のものは筆者の自宅にて保管
している。また，比較標本として使用した琉球列島産の
コツノテナガエビ 6個体とザラテテナガエビ 10個体も
神奈川県立生命の星・地球博物館の標本資料（KPM-NH 
2938–2953）として登録した。同博物館における無脊
椎動物の標本番号は，電子台帳上はゼロが付加された 7
桁の数字が使われているが，ここでは標本番号として本
質的な有効数字で表した。
　標本の種同定は，丸山（2017a）と同様に行った。す
なわち，主に豊田・関（2014），林（2000a），吉郷（2002），
Chace（1983）を参考にした。テナガエビ属については，
未成体のみが採集され，成体の形態に基づく同定はでき
なかったが，生時の模様や未成体の形態に関する情報も
参考にして同定した。なお，本邦には多くの淡水性テナ
ガエビ属エビ類が輸入されており（佐々木，2014），そ
れらが国内の河川に定着している可能性を完全に否定す
ることはできないが，これまでにそのような例は知られ
ていないため，今回は国内から記録のある種のみを考慮
に入れて同定した。額角歯式（Rostral teeth formula, 
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RTF）は，「頭胸甲上 +額角上縁 /額角下縁」と表した。
頭胸甲上と額角上縁の境界については，鋸歯の付け根の
前側が眼窩後縁より後ろにあれば頭胸甲上，前にあれば
額角上縁とした。全ての標本の頭胸甲長（CL）を，デ
ジタルノギスを用いて計測した。

結果と考察

　表 1に示したように，8種のテナガエビ科エビ類
と 9種のヌマエビ科エビ類が採集された。なお，高
塩分の汽水域からはユビナガスジエビ Palaemon 
macrodactylusやイソスジエビ P. pacificusも採集さ
れたが，主に海域に生息する種であるため，結果には含
めなかった。以下に，主な分布域が南西諸島以南である
熱帯性コエビ類についての結果と考察を記す。コツノテ
ナガエビ以外の 4種については丸山（2017a）において
同定の根拠を詳細に記述したため，本報告では省略した。

テナガエビ科 
Family Palaemonidae Rafinesque, 1815

コツノテナガエビ
Macrobrachium latimanus (von Martens, 1868)

（図 2A～ C，図 3）
　 標 本：KPM-NH 2828–2830，3 個 体，2.9 mm 
CL，RTF 1+7–8/2–3，森戸川木ノ下橋下流，神奈川県
三浦郡葉山町堀内，2016年 10月 2日，図 2B；KPM-
NH 2831，1個体，3.0 mm CL，RTF 1+9/3，田越
川烏川橋下流，神奈川県逗子市桜山，2016年 10月 15
日；KPM-NH 2832，1個体，2.9 mm CL，額角折損，
山川中流域，静岡県伊豆市土肥，2016年 10月 23日；
KPM-NH 2833，1個体，3.3 mm CL，RTF 1+7/3，
長沢川牧水橋上流，神奈川県横須賀市長沢，2016年 11
月 9日，図 2C。いずれも丸山智朗採集。
　比較標本：KPM-NH 2948，1個体，9.2 mm CL，山
原川上流域，沖縄県石垣市川平，2015年 3月 22日，丸
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図 1.　調査水系の位置図 ; A: 伊豆半島 ; B: 神奈川県 C: 房総半島 . 1 狩野川 , 2 戸田大川 , 3 小土肥大川 , 4 山川 , 5 本瀬川 , 6 
青野川 , 7 入田川 , 8 稲生沢川 , 9 河津川 , 10 千歳川 , 11 酒匂川 , 12 相模川 , 13 引地川 , 14 境川 , 15 神戸川 , 16 行合川 , 
17 音無川 , 18 極楽寺川 , 19 滑川 , 20 田越川 , 21 森戸川 , 22 下山川 , 23 前田川 , 24 松越川 , 25 川間川 , 26 津久井川 , 
27 長沢川 , 28 野比川 , 29 高熊川 , 30 坂田川 , 31 小原川 , 32 洲宮川 , 33 藤原川 , 34 佐野川 , 35 長尾川 , 36 加茂川 , 37 
二タ間川 , 38 興津川 .
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調査年 調査日 水系名 水系番号 M. n. M. f. M. j. M. lar M. a. M. lat. Pal. p. Pal. s. Par. c. Par. i. C. le. C. t. C. s. C. m. C. la. N. sp. A. s.
2016 8/3 滑川 19 ○ ● △ ● ● ●

2016 8/14 下山川 22 ○ ● ● ○ ● ● ● ●

2016 8/14 森戸川 21 ● ● ● ● ● ●

2016 8/25 滑川 19 ○ ○ ○ ● ● ●

2016 8/27 高熊川 29 ● ○ ● ●

2016 9/10 下山川 22 ● ○ ● ● ● ● ●

2016 9/10 森戸川 21 ○ ● ● △1 ● ● ●

2016 9/17 本瀬川 5 ○ ○ ○ ● ● ● ●

2016 9/18 河津川 9 ○ ● △約10 △3 ○ ○ ● ● △ △

2016 9/18 山川 4 ○ ● △2 ● ○ ○ △

2016 9/18 小土肥大川 3 ○ ○ △1 ○ ● ● ●

2016 9/18 戸田大川 2 ○ ○ ○ ● ● ○

2016 9/19 滑川 19 △ ○ △ △5 △1 ○ ● ● ●

2016 10/2 下山川 22 ○ ○ ○ △約40 ○ △ ● ● ● △ ○1
2016 10/2 森戸川 21 ○ ● ○ △約70 △3 △ ● ● ● ○2 ○

2016 10/13 滑川 19 ○ ○ ○ △7 ○ ○ ● ● ● △ △1 △1
2016 10/15 田越川 20 ○ ○ ○ △1 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

2016 10/16 相模川 12 ○ △ △1 ○ ● ○

2016 10/16 酒匂川 11 ○ ○ △1 △ ○ ○

2016 10/16 千歳川 10 △ △2
2016 10/22 本瀬川 5 ○ ○ ○ ○

2016 10/22 入田川 7 ○ △1 ○ ○

2016 10/23 河津川 9 ○ ○ ○ △約50 △5 ○ ○ ● ● △ △ ●約10 △1
2016 10/23 山川 4 ○ ○ △1 △1 ○ ○ ○ ○ △

2016 10/23 小土肥大川 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

2016 10/23 戸田大川 2 ○ ○ △1 ○ ○ ● ○ △

2016 10/29 坂田川 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2016 10/29 洲宮川 32 △ ○ △約20 ○ ○ ○ ○ ○ ●4

2016 10/29 藤原川 33 △3 ○ ○ ○

2016 10/29 佐野川 34 ○ ○ △約10 ○ ○ ○ ○ ○

2016 10/29 小原川 31 ○ △約10 ○ ○ ○

2016 10/29, 30 長尾川 35 ○ ○ △約50 △3 ○ ○ ○ ○ ○ △ ●約20 ○ △8
2016 10/30 加茂川 36 ○ ○ ○

2016 10/30 二タ間川 37 ○ ○ △2 △2 ○ ○ ○ ●

2016 10/30 興津川 38 ○ ○ △1 ○ ○ ○ ○

2016 11/2 境川 14 ○ ○ ○ ○

2016 11/3 下山川 22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

2016 11/3 森戸川 21 ○ ○ ○ △約30 ○ ○ ○ ○ ○ ○4
2016 11/5 滑川 19 ○ ○ ○ △1 ○ ○ ● ● ○ △ ○1
2016 11/6 松越川 24 ○ ○ ○ △3 ○ △ ● ● ○ △ ○1 ○ △2
2016 11/6 川間川 25
2016 11/6 前田川 23 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

2016 11/9 野比川 28 ○ △ △ ○ ● ○ △ ○1
2016 11/9 長沢川 27 △ ○ △1 ● ○ △

2016 11/9 津久井川 26 △1 ○

2016 11/12 音無川 17
2016 11/12 極楽寺川 18 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

2016 11/12 行合川 16
2016 11/12 神戸川 15 ○ ○ ○ ○ ○ △

2016 11/12 引地川 13 ○ ○ ○ ○ △ ○

2016 11/13 酒匂川 11 ○ ○ △4 ○ ○ ○

2016 11/13 千歳川 10 △ △2 △1
2016 11/20 稲生沢川 8 ○ △ ○

2016 11/20 入田川 7
2016 11/20 青野川 6 ○ ○ △1 ○ ○ △ ○ △ ○2 ○

2016 11/21 河津川 9 ○ ○ △約80 △3 ○ ○ ○ ○ ●2
2016 11/21 小土肥大川 3 ○ ○ △4 ○ ○ ○ ○ △

2016 11/23 相模川 12 ○ ○ ○

2016 12/1 滑川 19 ○ ○ ○ ○ ○ △ △

2016 12/4 境川 14 ○

2016 12/8 森戸川 21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2016 12/23 滑川 19 ○ △ ○ ○

2017 1/3 森戸川 21 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2017 1/13 酒匂川 11 ○ ○ ○ ○

2017 1/13 千歳川 10 ○ ○ ○ △

2017 1/13 狩野川 1 ○ ○ ○ ○

2017 1/13 小土肥大川 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2017 1/14 青野川 6 ○ ● ○ ○

2017 1/14 河津川 9 ○ ○ △約10 ○ ○ ○ ○ ○ ○4
2017 2/11 森戸川 21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2017 3/20 森戸川 21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2017 3/20 滑川 19 ○ ○

2017 5/19 河津川 9 ○ ● △1 ● ○ ● ● ○ ○

表 1. 調査日と調査水系 , 確認されたコエビ類の一覧

M. n.: Macrobrachium nipponense テナガエビ ; M. f.: M. formosense ミナミテナガエビ ; M. j.: M. japonicum ヒラテテ
ナガエビ ; M. lar コンジンテナガエビ ; M. a.: M. australe ザラテテナガエビ ; M. lat.: M. latimanus コツノテナガエビ ; Pal. 
p.: Palaemon paucidens スジエビ ; Pal. s.: P. serrifer スジエビモドキ ; Par. c.: Paratya compressa ヌマエビ ; Par. i.: P. 
improvisa ヌカエビ ; C. le.: Caridina leucosticta ミゾレヌマエビ ; C. t.: C. typus トゲナシヌマエビ ; C. s.: C. serratirostris ヒ
メヌマエビ ; C. m.: C. multidentata ヤマトヌマエビ ; C. la.: C. laoagensis リュウグウヒメエビ ; N. sp.: Neocaridina sp. カワ
リヌマエビ属の 1種 ; A. s.: Atyopsis spinipes オニヌマエビ . ● : 抱卵個体を確認 ; ○ : 成体を確認 ; △ : 未成体のみを確認 . 熱帯
性の 5種は太字とし，確認された個体数を併記した . 
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山智朗採集，図 3A；KPM-NH 2949，1個体，17.6 mm 
CL，吹通川上流域，沖縄県石垣市野底，2015年 3月 23日，
丸山智朗採集 , 図 3C；KPM-NH 2950，1個体，24.6 
mm CL，サラハマ川上流域，沖縄県石垣市桴海，2015年
3月 26日，丸山智朗採集 , 図 3D；KPM-NH 2951，1個
体，12.4 mm CL，サラハマ川上流域，沖縄県石垣市桴海，
2016年 9月 21日，丸山智朗採集；KPM-NH 2952，1
個体，21.8 mm CL，サラハマ川上流域，沖縄県石垣市桴
海，2016年 9月 22日，丸山智朗採集；KPM-NH 2953，
1個体，21.8 mm CL，サラハマ川上流域，沖縄県石垣市
桴海，2017年 3月 8日，乾　直人採集。
確認水系（図 1）：4, 20, 21, 27
　本種は，丸山（2017a）がテナガエビ属の 1 種 
Macrobrachium sp.として報告した種である。2016
年には各腹節後方に暗色帯をもつテナガエビ属未成体が
9個体採集され（表 1），うち 6個体を標本とした。滑

川産の 1個体（図 2A）と 9月の山川産の 2個体は採集
後飼育し成長させることを試みたが，死亡し腐敗したた
め，標本とすることができなかった。2015年採集の 1
個体も含めた 7個体で額角歯式は似通っており，奇形個
体ではないと判断された。本邦から知られるテナガエビ
属エビ類で頭胸甲・額角上縁歯数が通常 9以下となる
のはコンジンテナガエビとコツノテナガエビだけである
が，コンジンテナガエビには腹節後方の暗色帯は見られ
ない（図 2D）ため，本種はコツノテナガエビであると
同定された。また，筆者が南西諸島において撮影した，
様々なサイズの本種の写真（図 3）から，未成体では腹
節後方の暗色帯が明瞭だが，成長に伴って不明瞭になる
ことが分かった。
　本種は西太平洋およびインド洋の暖流域の河川に広く
分布し（De Grave et al., 2013），主に河川の上流域に
生息する。国内では鹿児島県大隅半島以南に分布する（豊

図 3.　コツノテナガエビ Macrobrachium latimanusの成
長過程 ; A: KPM-NH 2948, 9.2 mm CL, 石垣島山原 (や
まばれー )川 , 2015年 3月 22日 ; B: 撮影後リリース , 
13 mm CL程度 , 西表島クーラ川 , 2015年 3月 31日 ; 
C: KPM-NH 2949, 17.6 mm CL, 石垣島吹通川 , 2015
年 3月 24日 ; D: KPM-NH 2950, 24.6 mm CL, 石垣
島サラハマ川 , 2015年 3月 26日 . いずれも丸山智朗
採集・撮影 . 成長に伴って体色が濃くなり , 各腹節後方
の暗色帯が見えづらくなる . 

図 2.　A: コツノテナガエビ Macrobrachium latimanusの
未成体 , 撮影後飼育したが行方不明 , 滑川延命寺橋下
流 , 2016年 9月 19日 ; B: コツノテナガエビの未成体 , 
KPM-NH 2828–2930のいずれか , 2.9 mm CL, 森戸川
木ノ下橋下流 , 2016年 10月 2日 ; C: コツノテナガエビ
の未成体 , KPM-NH 2833, 3.3 mm CL, 長沢川牧水橋上
流 , 2016年 11月 9日 ; D: コンジンテナガエビM. larの
未成体 , KPM-NH 2834, 3.6 mm CL, 相模川神川橋下流 , 
2016年 10月 16日 . いずれも丸山智朗採集・撮影 . A~C
では各腹節後方に暗色帯があるが，Dではない .
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田・関 , 2014）。ただし，鹿児島県大隅半島では 1990–
91年に 1河川で 6個体採集されただけであり（Suzuki 
et al., 1993），2013–14年に 15河川で調査を行って
も採集されず（今井ほか , 2017），かなり稀なようである。
鹿児島県より北における記録はなく，2015年に採集さ
れた標本（KPM-NH 2265）が本州初記録となる。また，
滑川が北限生息地，長沢川産標本（KPM-NH 2833）
が黒潮流域における東限記録となる。本種は水温 28 ℃，
塩分 28 ‰の下で 11ゾエア期・57–103日を経てデカ
ポディドへと変態することが知られている（Ito et al., 
2006）。これは，無効分散が盛んなコンジンテナガエビ
やザラテテナガエビに匹敵する長さであることから，本
種も同様のメカニズムで，黒潮により伊豆半島および神
奈川県まで流れ着いて着底したものと考えられる。コン
ジンテナガエビやザラテテナガエビよりも確認された個
体数が少ないのは，南方における本種の生息密度が両種
より低い（丸山 , 未発表）ためであると考えられる。
　本種の成体の額角は木の葉状で幅広いことが知られて
いるが（吉郷 , 2002），今回採集された 3.3 mm CL以下
の個体ではその特徴は確認できず，ヤリ状の額角であっ
た。2015年に採集された 3.6 mm CLの標本（KPM-NH 
2265）はやや幅広い額角をもつため，概ね 4 mm CL以
上の個体であれば，額角の幅広さを両種の同定根拠とし
て使うことができるのではないかと考えられる。
　相模湾周辺流入河川から採集された 9個体（2.9–3.3 mm 
CL）の額角歯式は1+7–9/2–4であり，1–2+5–10/2–4であ
るとする豊田・関（2014）と矛盾はなかった。

コンジンテナガエビ
Macrobrachium lar (Fabricius, 1798)

（図 2D）
　標本：KPM-NH 2834，1個体，3.6 mm CL，相模川
神川橋下流右岸，神奈川県平塚市田村，2016年 10月 16
日，丸山智朗採集 , 図 2D；KPM-NH 2835–2844，10
個体，3.6–8.3 mm CL，洲宮川洲の宮橋下流，千葉県館
山市洲宮，2016年 10月 29日，丸山智朗・加藤柊也採集；
KPM-NH 2845，1個体，3.2 mm CL，藤原川藤原橋下流，
千葉県館山市藤原，2016年 10月 29日，丸山智朗採集；
KPM-NH 2846–2854，9個体，3.5–5.2 mm CL，犬
石川犬石橋上流，千葉県館山市佐野，2016年 10月 29日，
丸山智朗・加藤柊也採集；KPM-NH 2855–2856，2個
体，4.6–5.0 mm CL，布沼川新平砂浦橋上流，千葉県館
山市布沼，2016年 10月 29日，丸山智朗・加藤柊也採
集；KPM-NH 2857–2864，8個体，3.8–7.8 mm CL，
長尾川七島橋周辺，千葉県南房総市白浜町滝口，2016
年 10月 29日，丸山智朗・加藤柊也採集；KPM-NH 
2865–2866，2個体，4.8–5.8 mm CL，二タ間川 JR外
房線橋梁上流，千葉県鴨川市天津，2016年 10月 30日，
丸山智朗採集；KPM-NH 2867，1個体，3.7 mm CL，
津久井川川尻橋周辺，神奈川県横須賀市津久井，2016年
11月 9日，丸山智朗採集。これら以外に山川，南野川，

入田川，河津川，河津谷津川，千歳川，酒匂川，下菊川，
滑川，逆川，森戸川，下山川，荻野川，小田和川におい
て採集された標本（97個体，2.7–14.1 mm CL）を筆者
の自宅にて保管している。
確認水系（図 1）：3, 4, 6, 7, 9, 10, 11, 12, 19, 21, 22, 
24, 26, 31, 32, 33, 34, 35, 37, 38
　本種は河川純淡水域の，流れの緩い場所と速い場所の
両方から採集された。河津谷津川においては越冬したと
考えられる個体も確認されたが，その他の河川で採集
されたのは，全て生後 1年に満たない未成体であった。
2016年は 2015年よりも個体数は多いが，サイズが小
さい傾向があった。
　本種の分布については丸山（2017a）や今井ほか
（2017）を参照されたい。今回相模川神川橋下流で採集
された標本が新たな北限記録，二タ間川で採集された標
本が，黒潮流域における新たな東限記録となる。また，
津久井川産の標本は三浦半島の東京湾側からの初記録で
ある。
　丸山（2017a）は，本種の額角歯式について，『従来
2+5–7/2–4とされている（林 , 2000b）が，本地域で
採集された個体に関しては，頭胸甲上に 1歯しかない個
体が多いことが明らかになった。』と述べたが，これは
地域的な変異ではなく，成長に伴って額角上縁歯が後方
へと移動することによると考えられる（丸山，2017b）。

ザラテテナガエビ
Macrobrachium australe 
(Guérin Méneville, 1838)

　標本：KPM-NH 2868，1個体，5.3 mm CL，森戸
川風早橋下流，神奈川県三浦郡葉山町堀内，2016年 9
月 10日；KPM-NH 2869–2870，2個体，3.0–3.5 mm 
CL，河津谷津川中流域，静岡県賀茂郡河津町谷津，2016
年 9月 18日；KPM-NH 2871，1個体，4.8 mm CL，
小土肥大川 小土肥大川橋周辺，静岡県伊豆市小土肥，
2016 年 9 月 18 日；KPM-NH 2872–2873，2 個 体，
4.7–5.6 mm CL，河津谷津川中流域，静岡県賀茂郡河
津町谷津，2016年 10月 23日；KPM-NH 2874，1個
体，5.1 mm CL，河津川 河津谷津川合流点下流右岸，
静岡県賀茂郡河津町谷津，2016年 10月 13日；KPM-
NH 2875，1個体，4.6 mm CL，戸田大川熊野橋下流，
静岡県沼津市戸田，2016年 10月 13日；KPM-NH 
2876–2878，3個体，3.8–4.2 mm CL，長尾川七島橋
上流，千葉県南房総市白浜町滝口，2016年 10月 29日；
KPM-NH 2879–2880，2個体，5.6–6.8 mm CL，二
タ間川 JR外房線橋梁上流，千葉県鴨川市天津，2016年
10 月 30 日；KPM-NH 2881，1 個 体，3.7 mm CL，
興津川 行合川橋梁上流，千葉県勝浦市興津，2016年 10
月 30日；KPM-NH 2882，1個体，6.7 mm CL，河津
谷津川中流域，静岡県賀茂郡河津町谷津，2016年 11月
21日。いずれも丸山智朗採集。
　比較標本：KPM-NH 2938，1個体，18.0 mm CL，
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西屋部川下流域，沖縄県名護市屋部，2017年 3月 4
日；KPM-NH 2939，1 個 体，25.5 mm CL， 大 山
田芋畑北西の水路（名称不明），沖縄県宜野湾市大山，
2017 年 3 月 3 日；KPM-NH 2940–2942，3 個 体，
21.5–28.7 mm CL，崎田川中流域，沖縄県宮古島市
下地字川満と上地の境界，2016年 10月 1日；KPM-
NH 2943–2944，2個体，13.9–20.4 mm CL，大川
下流域，鹿児島県奄美市名瀬大字名瀬勝と小湊の境界，
2015 年 9 月 7 日；KPM-NH 2945–2947，3 個 体，
11.6–25.3 mm CL，田原川中流域，沖縄県八重山郡与
那国町字与那国，2014年 3月 22日。いずれも丸山智
朗採集。
確認水系（図 1）：2, 3, 9, 10, 21, 35, 37, 38
　伊豆半島から 8個体，神奈川県から 1個体，房総半島
から 6個体が採集され，いずれも未成体であった。コン
ジンテナガエビとは対照的に，2016年は 2015年よりも
少ない印象を受けた。
　本種の分布については，丸山（2017a）を参照されたい。
今回長尾川，二タ間川，興津川から採集された標本は千
葉県における初記録となる。また，興津川における記録
が黒潮流域における新たな東限記録となる。
　額角歯式は，折損個体を除いた 13個体で 2+7–9/3–5
であった。丸山（2017a）で報告した 22個体と合わせる
と 1–3+7–10（計 9–12）/3–5となる。そのうち 33個体
は 1–2+8–10（計 10–12）/3–5の範囲であった。一方，
琉球列島奄美大島，沖縄島，宮古島，与那国島で採集され
た 10個体の中・大型個体（11.6–28.7 mm CL，KPM-
NH 2938–2947として登録）について額角歯式を調べ
たところ，2–3+8–10(計 11–13)/3–6であった。丸山
（2017b）が指摘したように，本種において，眼窩後方の
歯数は成長に伴って増加すると考えられる。また，本種
については上縁の合計歯数も成長に伴い増加している可
能性があり，さらに多くの個体を観察して検証する必要
がある。なお，与那国島において本種は初記録であると
思われる。

ヌマエビ科 
Family Atyidae De Haan, 1849

オニヌマエビ
Atyopsis spinipes (Newport, 1847)

　標本：KPM-NH 2883，1個体，4.2 mm CL，滑川
延命寺橋下流，神奈川県鎌倉市由比ガ浜と材木座の境界，
2016年 10月 13日，丸山智朗採集；KPM-NH 2884，
1個体，6.8 mm CL，河津谷津川中流域，静岡県賀茂
郡河津町谷津，2016年 10月 23日，丸山智朗採集；
KPM-NH 2885–2890，6個体，3.1–6.7 mm CL，長
尾川七島橋周辺，千葉県南房総市白浜町滝口，2016年
10月 29–30日，丸山智朗・加藤柊也採集；KPM-NH 
2891–2892，2個体，4.0–5.8 mm CL，荻野川前耕
地橋上流，神奈川県横須賀市長坂，2016年 11月 6日，
丸山智朗・加藤柊也採集。

確認水系（図 1）：9, 19, 24, 35
　伊豆半島から 1個体，神奈川県から 3個体，房総半島
から 8個体が確認され（表 1），そのうち房総半島の 2
個体を除く 10個体を標本とした。これらは河川の瀬に
浸漬する植物から採集された。体長から，当歳の未成体
であったと考えられる。
　本種の分布については丸山（2017a）を参照されたい。
今回の鎌倉市滑川における記録は，新たな北限記録とな
る。また，南房総市長尾川における記録は，千葉県初記
録であるとともに，黒潮流域での新たな東限記録となる。
今回採集された 10個体の額角下縁歯数は 2–5であった。

リュウグウヒメエビ
Caridina laoagensis (Blanco, 1939)

　標本： KPM-NH 2893，1個体，3.8 mm CL，下山
川白石橋下流，神奈川県三浦郡葉山町下山口，2016年
10月 2日，丸山智朗採集；KPM-NH 2894–2895，2
個体，3.8–5.3 mm CL，森戸川木ノ下橋下流，神奈川
県三浦郡葉山町堀内，2016年 10月 2日，丸山智朗採
集；KPM-NH 2896，1 個体，3.4 mm CL，滑川延
命寺橋下流，神奈川県鎌倉市由比ガ浜と材木座の境界，
2016年 10月 13日，丸山智朗採集；KPM-NH 2897–
2900，4個体（うち抱卵 1個体），3.8–6.9 mm CL，河
津谷津川中流域，静岡県賀茂郡河津町谷津，2016年 10
月 23日，丸山智朗採集；KPM-NH 2901–2904，4個
体（うち抱卵 2個体），3.9–7.0 mm CL，洲宮川 洲の
宮橋下流，千葉県館山市洲宮，2016年 10月 29日，丸
山智朗・加藤柊也採集；KPM-NH 2905–2914，10個
体（うち抱卵 1個体），4.1–7.4 mm CL，長尾川七島
橋上流，千葉県南房総市白浜町滝口，2016年 10月 29
日，丸山智朗・加藤柊也採集；KPM-NH 2915–2917，
3個体（うち抱卵 1個体），4.1–7.1 mm CL，森戸川
木ノ下橋下流，神奈川県三浦郡葉山町堀内，2016年
11月 3日，丸山智朗採集；KPM-NH 2918，1個体，
7.0 mm CL，滑川延命寺橋下流，神奈川県鎌倉市由比
ガ浜と材木座の境界，2016年 11月 5日，丸山智朗採
集；KPM-NH 2919，1個体，5.3 mm CL，荻野川前
耕地橋上流，神奈川県横須賀市長坂，2016年 11月 6
日，丸山智朗採集；KPM-NH 2920，1個体，3.8 mm 
CL，野比川野比橋下流，神奈川県横須賀市野比と長
沢の境界，2016年 11月 9日，丸山智朗採集；KPM-
NH 2921–2922，2個体，4.6–6.0 mm CL，南野川湯
ノ本橋周辺，静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂，2016年 11
月 20日，丸山智朗採集。
確認水系（図 1）：6, 9, 19, 21, 22, 28, 32, 35
　これらは，河川中流域の瀬に浸漬する植物から採集さ
れた。抱卵個体も含まれていたが，冬季や春季には全く
採集されなくなるため，いずれも当歳の個体であったと
考えられる。
　本種の分布や幼生分散については丸山（2017a）を参
照されたい。今回の洲宮川と長尾川における記録は千葉
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県初記録となり，長尾川における記録は新たな東限記録
となる。また，野比川における記録は三浦半島の東京湾
側からの初記録である。
　本報告や丸山（2017a）で記述したように，2015年
と 2016年には，相模湾周辺流入河川において本種は秋
季には多数出現した。両側回遊性コエビ類を対象とし
た同様の調査は高知県（今井ほか，2015）や鹿児島県
の半島部（今井ほか，2017）でも近年行われているが，
これらの調査では本種は確認されていない。この理由と
しては，本種が地味な色彩をもち，多くの他種に混じっ
て採集されるため，実際には入網していても本種と認識
されていない可能性が考えられる。

総合考察

　2016年の調査では，2015年以前に調査を行ってい
なかった千葉県房総半島においても調査を行ったが，神
奈川県や伊豆半島と同様に，多くの死滅回遊種が来遊し
ていることが明らかとなった。確認された種数はやや少
なかったが，個体数は神奈川県や伊豆半島に引けを取ら
ないほど多く，房総半島の河川も，伊豆半島や神奈川県
の河川同様，黒潮の影響を強く受けていると考えられる。
　千葉県より北方の茨城県における調査記録としては，
茅根ほか（2010）があり，筆者も 2015年 9月に 13河
川で調査を行った（未発表）が，これまでに確認された
両側回遊性コエビ類はヌマエビ Paratya compressa，
トゲナシヌマエビ Caridina typus，ミゾレヌマエ
ビ C. leucosticta，ヤマトヌマエビ C. multidentata
（人為放流の可能性のある 1個体のみ），スジエビ 
Palaemon paucidens，テナガエビ Macrobrachium 
nipponense，ヒラテテナガエビ M. japonicumの 7
種に留まる。千葉県以西では多数みられるヒメヌマエビ 
C. serratirostrisやミナミテナガエビM. formosense
も確認されていないことから，西村（1992）が海岸動
物群集について，中間温帯区と冷温帯区の境界線を千葉
県と茨城県の間に引いたように，両側回遊性コエビ類に
ついても，千葉県と茨城県の間には生物地理学的な境界
があるといえる。これは，黒潮が銚子沖で東流し本州と
離れるからであると考えられ，今後も茨城県において熱
帯性コエビ類が出現する可能性は低いと予想される。
　イッテンコテナガエビ Palaemon concinnusは
2013年に河津川（丸山 , 2015）で，2015年に森戸川（丸
山 , 2017a）で採集されたが，2016年は採集されなかっ
た。確認河川数も少ないため，本種は相模湾周辺地域に
来遊することが比較的稀な種であると考えられる。
　本州の河川において出現例のある熱帯性コエビ類とし
ては，他にツノナガヌマエビ Caridina grandirostris
があり，1999年に長尾川で出現した（千葉県内水面水
産試験場 , 2001）ものが本州初記録である。この報文
は種名のみが列挙された簡素なものであるため，千葉県
水産総合研究センター内水面水産研究所に詳細を問い合

わせたところ，当時撮影された標本写真（額角は触角鱗
を遥かに越えて反り上がり，肛門前棘が存在する）によ
り，記録の正確性が確認できた。採集されたのは 2個
体であり，標本は現在も同研究所に保管されている（尾
崎 , 私信）。今回は，長尾川を含めた周辺の多くの河川
で調査を行ったが，本種を確認することはできなかっ
た。しかし，本種はミゾレヌマエビと類似しており，特
に額角の短いツノナガヌマエビの場合，肛門前棘を確認
しなければ両種を同定することができない（今井ほか , 
2015）。ミゾレヌマエビは非常に多く入網するため，全
個体の肛門前棘を確認することはできず，本調査では額
角の短いツノナガヌマエビをミゾレヌマエビとして記録
した可能性は否定できない。しかし，ツノナガヌマエビ
に一定割合で含まれる額角の長い個体が確認されていな
いことから，本調査地に多数のツノナガヌマエビが来遊
しているとは考えられない。
　今回の調査の結果，丸山（2017a）と同じく，河津谷
津川以外の河川では，熱帯性エビ類の越冬を確認できな
かった。下水処理水や温泉排水の流入する河川も含め，
多くの河川において多数のコンジンテナガエビが確認さ
れているにもかかわらず，河津谷津川のみでしか越冬が
確認できないのは，その他の河川における最低水温が，
熱帯性コエビ類の生存可能な水温を下回っているからで
はないかと考えられる。それらの水温がどのようなもの
であるのかについては十分な知見がないため，今後の研
究課題である。
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